（神奈川歯科大学教員）

様式４　業績記載例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名　　　　　　　　）　　
記載例 神奈川歯科大学教員応募書類一覧及び以下※印を確認し、(a)～(g)の項目ごと別紙に分け、番号を付けて新しいものから古いものの順で記載してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（a）業績目録（原著論文）　　　　　　　　　　　　　　　
著者名(全員)：論文題名. 掲載雑誌名(正式名), 巻, 頁-頁, 出版年.
※注意：① ページ数が通算表示でない雑誌の場合は，巻数の後に(号)を記載してください。
② 学会誌名は略称ではなく正式名で記載してください。
③ 最後の著者の前のandは不要で，カンマ(, )にしてください。
④ 共著の場合、本人をアンダーラインで示してください。

⑤ 筆頭著者・corresponding author・equal contributerの論文は頭に＊を付けてください。
⑥ 別刷を提出する論文については、番号に〇を付けてください。
＜例＞－外国語論文の場合
1.Yokosuka-Kanagawa H, Yokohama T：Immortalization of cementoblast progenitor cells with Bmi-1 and TERT. Journal of Bone and Mineralized Research, 20, 50-57, 2016.

＜例＞－和文論文の場合
2.稲岡太郎,横須賀花子：公的介護保険制度と保険者財政: 市町村レベルデータによる検証. 日本老年医学会雑誌, 30, 123-132, 2016.
（ｂ）業績目録（著書）
※
(1) 単行本

著者名：書名. 版数, 出版社名, 出版地, 出版年.
＜例＞
神奈川太郎：近代歯科の沿革－その歴史と将来－. 第3版, 医歯薬出版, 東京, 2016.
(2) 分担執筆(複数個所)による単行本

書籍名， 上・下巻, 版数． 分担者名：分担表題名, 執筆ページ／分担者名：分担表題名. 執筆ページ／(繰り返し)， 編・監修者名：出版社名, 出版地, 出版年.
＜例＞
歯科診療の実際， 第4巻, 第2版．神奈川太郎, 横浜次郎：側方運動障害， pp.24-25／神奈川太郎, 稲岡花子, 横浜次郎：前方運動障害， pp.26-27.　編者： 神奈川太郎, 横浜次郎：医歯薬出版, 東京, 2016.
(3) 辞書(辞典, 事典)
辞書名，版数．著者名：執筆項目,執筆ページ(頁―頁)／執筆項目, 執筆ページ. 編・監修者名：発行所, 発行地, 発行年.
＜例＞
歯科小事典，第3版．稲岡花子：エナメル質， pp.13-15／象牙質， pp.378-380. 監修者：東京慎太郎： 医歯薬出版, 東京, 2016.
（ｃ）業績目録（総説）
※　原著に順ずる
＜例＞
Inaoka T, Yokosuka-Kanagawa H, Yokohama J：The enteric nervous system and autonomic afferent. The Bulletin of Kanagawa Dental College, 28, 3-14，2016.
(稲岡太郎, 横須賀花子)←索引用和文著者名(必ず記載して下さい)
（ｄ）業績目録（学会シンポジウム等のプロシーディングス）
〔特別講演〕
講演者名：演題名. 学会名, 学会開催地, 開催年.月.日.
＜例＞
Inaoka T：Regulation of human osteoblast differentiation by Vitamin D. 第85回日本薬理学会年会, 横浜, 2016.6.12.
〔シンポジウム講演〕
講演者名：演題名. 学会名, 学会開催地, 開催年.月.日.
＜例＞
Inaoka T：Creation of plaque-free surface utilizing novel organic fluoride-phosphate surfactant. 18th Annual Meeting of the Thin Solid Films, Banff, Alberta, Canada, 2016.4.25.
〔一般発表・国際学会〕
発表者名(全員、本人にアンダーライン)：演題名. 学会名, 学会開催地, 開催年.月.日.
〔一般発表・国内学会〕
発表者名(全員、本人にアンダーライン)：演題名. 学会名, 学会開催地, 開催年.月.日.
〔講演会・セミナー等〕
講演者：講演題名. 講演会主催者名, 開催地, 開催年.月.日.
＜例＞
稲岡花子：抜去歯に関する法解釈. 神奈川県支部同窓会総会, 横浜, 2016.5.3. 
（ｅ）業績目録（症例報告）
※　原著に準ずる
＜例＞
横須賀花子, 稲岡太郎：後期高齢者医療制度における歯科医療. 日本歯科医学会誌, 25, 123-132, 2016.
（ｆ）業績目録（その他）
〔解説〕
原著に準ずる

〔翻訳〕
翻訳者名／原著者名：翻訳書籍名. 翻訳書籍，上・下巻, 翻訳ページ, 原著版数, 翻訳書籍出版社名, 翻訳書籍出版地, 翻訳書籍出版年.
＜例＞
稲岡花子／ハインリッヒ・ハイネ：ルテーチア : フランスの政治．芸術および国民生活についての報告， 上巻, pp.369-4，87， 第3版, 松籟社, 京都, 2016.
〔論文翻訳〕
翻訳者名／原著者名：翻訳論文題名. 翻訳掲載雑誌名(正式名), 巻(号), 頁-頁, 出版年.
（ｇ）業績目録（学会発表・講演など　過去5年以内のもの）
〔特別講演〕
講演者名：演題名. 学会名, 学会開催地, 開催年.月.日.
＜例＞
Inaoka T：Regulation of human osteoblast differentiation by Vitamin D. 第85回日本薬理学会年会, 横浜, 2016.6.12.
〔一般発表・国際学会〕
発表者名(全員，本人にアンダーライン)：演題名. 学会名, 学会開催地, 開催年.月.日.
〔一般発表・国内学会〕
発表者名(全員，本人にアンダーライン)：演題名. 学会名, 学会開催地, 開催年.月.日.
〔講演会・セミナー等〕
講演者：講演題名. 講演会主催者名, 開催地, 開催年.月.日. 
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